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要約

　本稿は平成22年度後期の発達科学部研究授業「教育学原論」についての振り返りの報告
である。本講義は、社会と個人にとっての教育の意義を講ずるものである。授業者はこの
授業の研究授業時のテーマを「個性化としての教育」と設定し、前時の「社会化としての
教育」に続く授業として、「授業計画」に従って授業を実施した。
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Abstract

　This paper is the report of reflection on an open class “the Principles of Education” 
in the School of Human Development of Takamatsu University in the school year 2010. 
This lecture was given on the significant of education for society and individuals. The 
theme of this open class lecture is “Education as an Individualization”. It follows my 
teaching plan, a continuation from the last lecture “Education as an Socialization”．
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はじめに

　発達科学部では、全員が研究授業を行うことを共通認識して今日に至っているが、既に

多くの教員が実施しており、まだ実施していないのは平成20年度以降に着任した教員であ

り、筆者もその一人であった。そこで平成22年度後期研究授業をお引き受けしたのである
＊ 提出日：2011年７月４日、高松大学発達科学部教授
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が、実のところ、これまで拝見した研究授業のように準備ができ、実施できるかどうか、

いささか不安なまま取り組んだ。案の定、他の授業に批判はできても自分の授業実践とな

るとなかなか思うに任せなかった。しかし、ともかく授業計画を立て、学生の実態に応じ

た指導案をあれこれ考え、修正しながら作成し、関係資料を用意し、研究授業当日に臨ん

だ。

　本番では、学生はその場の雰囲気をよく読んでくれ、比較的スムーズに授業は展開した

し、よく反応もしてくれた。そのため授業後の検討会では良い評価をいただいたが、果た

して学生がどれだけ理解できていたか疑わしいとのご批判もいただいた。

　以下、詳細について報告する。

１．研究授業の日程

（１）研究授業

　日時：平成23年２月９日（月）第１校時（９：00～10：30）

　場所：309講義室（本館３階）

　科目：教育学原論（講義、２単位）

　授業者：佐竹勝利

　受講生：発達科学部１年生54名（内７名欠席、10名遅刻）、２年生３名（欠席）

　参加者（教員）：10名

（２）授業検討会

　日時：平成23年２月９日（月）第５校時（16：20～17：50）

　場所：2217演習室（２号館２階）

　参加者：10名（授業者を含む）

２．「教育学原論」の授業計画

（本学シラバス「2010履修ガイド（履修の手引き・シラバス）発達科学部」より）

（１）授業の紹介

　教育は社会の責任である。社会の中で教育の役割を大きく担っているのは学校である。

家庭は子育てに直接の責任を負っている。地域社会も地域の子どもに様々な影響を及ぼ
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す。さらに広く、人間社会そのものが人類の教育に責任を有する。つまり、我々はどこで

社会生活を営んでいようと教育に責任を負っているのである。教育を知らずして社会生活

を営むなかれ、である。ここに教育の基本を学ぶ意味がある。

（２）教育目標

　社会における教育の意義と個人にとっての教育の意味を解説するが、それによって受講

生が教育の主体たる教師、親、大人としての子ども観、人間観、社会観、そして教育観を

形成することをねらいとする。また、教育の内容や方法の特徴を把握する。具体的目標と

しては、それらを通して教育に関する基礎的知識を習得することであり、新聞やテレビの

教育に関する報道が容易に理解できるようになることである。

　受講生の主体的受講を促すために質疑応答を取り入れたい。

（３）授業計画

　第１回　オリエンテーション

　第２回　教育の語義

　第３回　教育が成立する要因（環境）

　第４回　　　　〃　　　　　（人間）

　第５回　環境と人間の相互関係

　第６回　社会化としての教育

　第７回　個性化としての教育

　第８回　教育の目的（社会的目的）

　第９回　　　〃　　（個人的目的）

　第10回　日本の教育目的

　第11回　教育基本法と学校教育法

　第12回　教育の現代的課題①

　第13回　　　　〃　　　　②

　第14回　　　　〃　　　　③

　第15回　まとめ

（４）授業時間外の学習

　適宜宿題を出す。

（５）成績の評価

　出席状況、発言状況、小課題、期末試験などを総合して評価する。
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（６）使用テキスト

　特に指定しない。

（７）参考文献

　適宜紹介する。

３．本時の授業について

（１）授業題目

　　　個性化としての教育（第７回分）　実際の回数は９回目

（２）本時の指導目標

　　①前回の「社会化としての教育」に対して、今回は「個性化としての教育」を、すな

わち子どもの個性化を図ることが教育であるという考え方を理解する。

　　②この考え方に関する基礎的知識を習得する。

　　③この考え方の問題点について考える。

（３）指導上の留意点・工夫

　　①これまでの学習及び前回との関連を意識させる。

　　②かたい内容をわかりやすく、興味を持てるように解説する。

　　③身近な問題として考えさせる。

（４）指導内容（指導案）

時分 学習活動 指導上の留意点
８：55

９：00

９：10

９：20

９：30

席指定図に従って着席

本時の資料配付、欠席確認。前回の小課題返却、挨拶

前回の復習（補足、小課題についてコメントを聞く）
　資料

（１）「人間は生まれたときは未成熟だが、陶冶性があ
る。」（陶冶性とは？等の質問に答える。）　レジュメ参
照

（２）教育とは個性化することである。
　（個性化の教育観について、板書を写し解説を聞く）
　ソクラテス
　ルソー
　ペスタロッチ
　フレーベル
　児童中心主義教育（アメリカ、ドイツなど）

・ゼミ単位で。前時と左右入れ替
える。後ろ３列空ける。

・今回までの資料を後部へ。
・ ５ゼミ担当。
・ OHC 補足（Portmann）
・ OHC
・本時の目標を示す。
・以前の学習内容（「社会化」）と

対比して考えさせる。
・冗長にならないように。
・参考文献提示（OHC）
・いずれも重要人物であることを

強調
・ルソーについては資料を解説
・板書の際、OHCに注意
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９：50
10：00
10：10

＊肖像を当てる（ゼミグループで相談。挙手して発言）
　日本における動向（資料配付）解説
　まとめ（自然主義、助成観、心理主義）

（３）この教育観による結果は？

・印象づける。正解資料配付
・戦後にも触れる。
・「社会化」と対比して解説する。
・「個性化」の長所について
　個人は、社会はどうなるか。

10：20 （４）小課題（「教育は個性化である」の問題点）
　　　板書、用紙配布、回収
　宿題　「社会化」「個性化」それぞれに問題がある。
ではどう考えればよいか。　 板書

　黒板消し

・個人にとって、社会にとっての
問題を具体的に考えさせる。

・簡単でよいこと、番号・氏名を
明記すること、次時初めに提出
させること、を予告

・ ５ゼミ

（５）資料

　１）配付資料（文末に掲載）

　　①本時のレジュメ　１枚（「教育学原論」ノート）

　　②関連資料　　　　５枚（『エミール』２、肖像２、『窓際のトットちゃん』１）

　　③課題用紙　　　　１枚

　２）提示資料

　　　文献５冊（本時のレジュメに記載）

４．学生の状況

　①受講人数は前年度までの学年より多く、登録57名で、１年生54名（内長期欠席４名）、

２年生（再受講）３名）である。全体に真面目に受講しているし授業に反応する発言もよ

くある。例えば、質問に対する答えはもちろんのこと、わからない言葉、読み取れない文

字、授業者が間違ったこと、忘れていたことがあった場合や、資料の説明箇所がわからな

い場合、などにおいてよく発言する。

　②ゼミ毎に着席させているが、不公平感をもたせないために、毎回少しずつずらせてい

る。しかし、ゼミ毎でも私語しやすくなるのが問題であるが、注意すれば収まる程度であ

る。

　③本時は、研究授業で先生方が後ろに控えておられたので、普段よりも授業に集中して

いた。
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５．授業に対する参観者の評価

　「研究授業検討会」と後日提出された「研究授業参観記録」におけるご意見、感想など

を要約すると以下のようなものであった。

（１）授業を積極的に評価できる点

　①授業内容

・基礎的で重要な事項について精選された内容でまとめられていた。

・内容がわかりやすくするために、さまざまな資料が用意されていた。

・自分の学生時代に比べると、十分すぎるぐらい多くのことが学べる授業であった。

・個性化に果たす教育の役割を教育史上、著名な影響を及ぼした教育学者の論をもとに歴

史学的に解説されたことは、教育が時代的背景を反映しながら展開されていくことが認

識されたのではないか。

　②授業方法

・授業の内容が俯瞰できるように１枚のシートにまとめられており、学生が見通しをもっ

て学習に臨むことができていたと思う。

・授業の中にクイズ形式やグループ討議など気分転換の時間が設けられていて、個別、一

斉、グループの学習形態の交互転換が図られていた。

・具体的な資料が用意されることによって、学生の授業に対する意識付けをはかってい

た。

・ハンドアウト（「教育学原論ノート」）に、学生が記入しなければならないスペースが

設けられており「穴埋め式プリント」、授業への参加を促す方策が施されていた。また、

「教育学原論ノート」と配付資料の色（用紙の種類）を違えているのは区別ができて良

いと思った。

　③その他

・落ち着いた穏やかな雰囲気の中で授業が進行していた。

（２）授業の改善にかかわる点

　①授業内容

・教育内容の扱いについて、本質的基礎的なことを確実に理解させるか、教員採用試験を

意識して網羅的なものにするか、ともに重要であり、これからも課題であり続けるだろ

う。

－182－



・内容が少し多いのではないか。というのは、自然、自然性、個性化、産婆法、陶冶性な

どの概念を、果たして学生がどれだけ理解できただろうか、という疑問が残る。

　②授業方法

・学生に授業に関連する既習の知識がいくらかはあるという前提での授業のように見られ

たが、むしろ、白紙の状態の学生に指導するという感覚で、授業で使う言葉とたとえ話

を提示しなくてはならないだろう。

・遅刻者、寝ている者、聞いてない者などに対するいい対処法があればと、思えた。

　③その他

・遅刻者の扱いなどについて、教員間で協調して厳しく対処する必要がある。

（３）授業全体の感想

・クラス全体のムードが穏やかで、落ち着いており、教授者の人柄の出た授業であった。

・よく準備され、時間配分も適切で、わかりやすく展開された授業であったと思う。

・ほとんどの学生が集中して授業に参加していたのに感心した。講義形式の授業であって

も教員と学生との相互作用を醸し出す授業が授業方法の工夫によって可能になることが

理解できる授業であった。学生たちの表情がとても良かった。

６．まとめ－授業改善の課題－

　プラスに評価された点は以下のようにまとめられよう。まず内容については、精選され

た内容、わかりやすくするための様々な資料、多くのことが学べた、背景としての歴史に

ついての認識がなされたのではないか、などであった。方法については、１枚のシートに

まとめられて学生が見通しを以て受講できただろう、クイズ形式やグループ討議など気分

転換が図られ、学生の参加が促された、「ノート」も学生の授業参加（記入しなければと

いう意識）を促すものである、「ノート」と他の資料の用紙とが違っているのは区別でき

てよい、などであった。そしてその他として、落ち着いた穏やかな雰囲気の中で授業が進

行したととらえていただいた。

　いずれもほぼ授業者の意図していたことであり、よく理解していただいたと思う。しか

しながら、学生の歴史認識については十分対応できていないと考えている。高校までに歴

史を十分学習していない彼らにとっては全体的な把握が難しく、今回の教育史を世界史や

日本史の中で理解するには、恐らく至っていないであろう。しかし、それは教育思想の変
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遷を理解するには必要なことであり、今後の関連授業において繰り返し話そうと考えてい

る。そして、この授業に限らず、今後とも丁寧な、時間をかけて説明する授業を心掛ける

べきであろう。

　これに対して改善すべき点の主なものは以下のようにまとめられよう。内容について

は、①本質的基礎的なことを確実に理解させるか採用試験向けの網羅的なものにするかと

いう問題がある、②自然、自然性、個性化、産婆法、陶冶性などの概念を学生がどれだけ

理解しただろうか、と疑問視されている。方法については、そのような疑問があるとする

と、③もう少しかみ砕いて解説する必要があったかもしれない。また、④遅刻者、寝てい

るもの、聞いていないものなどの指導の必要性が指摘されている。

　これらについても日頃から思い当たることではあったが、実際に指摘されてみると、改

善に取り組まなければならないと強く反省しているし、早速取り組むこととする。改善点

①については、１年次生対象とすると、採用試験向けの内容に重点を置くのは早すぎると

思われる。それよりも後に受験勉強する際に思い出せるように、そして出てくる用語を理

解できるように、本質的基礎的なことを確実に理解させることに主眼を置こうと考えてい

る。それには②にあるように、学生の理解度を疑問視されるようではかなわない。③のよ

うにかみ砕いて解説しなければならないし、それに時間をかける必要がある。一層丁寧に

授業に取り組まなければならない。④については、それを防ぐだけの魅力的な授業にしな

ければならないが、そもそも遅刻、居眠り、私語などに対する羞恥心や罪悪感を学生に持

たせることが必要である。それにはそのような認識を教職員間で共有し、必ず指導を行

い、放置しないことであろう。

　以上のような振り返りを通してあらためて考えることは、授業の準備に時間をかけるこ

との大切さである。本授業が研究授業であり、見ていただくに足だけのものにするため

に、数時間かけて準備した。例年であれば、ほぼ同じ内容であるために、準備には資料作

成や印刷を含めて１時間あまりかける程度である。今回はクイズ形式にしたことや「ノー

ト」の内容についての資料確認を含めて、内容や方法にも３時間程度かけた。それは、学

生に授業を十分理解させるには必要なことであり、授業者（筆者に限らない）の授業改善

の一層の工夫や校務分掌を含めた条件整備が求められる。

　最後に、本研究授業に対する先生方のご指導に感謝する次第である。また、協力してく

れた受講生にも感謝する。
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資料

（１）本時の授業における配付資料（文末に添付）

　①「教育学原論」ノート（本時のレジュメ）

　②資料⑤、その裏（実際には両面印刷）

　③資料⑤２、その裏（同上）

　④資料⑥

　⑤資料⑥２

　⑥資料７

　⑦課題用紙

（２）参考文献（○は授業で提示）（授業で触れた順）

　①山本光雄訳『ソクラテスの弁明』角川書店、1954　○

　②桑原武夫『ルソー研究』岩波書店、1969年

　③今野一雄訳『エミール』岩波書店、1962年　○

　④長田新訳『隠者の夕暮れ、シュタンツだより』岩波書店、1964年

　⑤長尾十三二他訳『ゲルトルートはいかにその子を教えるか』明治図書、1976年　○

　⑥荘司雅子『フレーベルの生涯と思想』玉川大学出版、1975年

　⑦荒井武訳『人間の教育』岩波書店、1964年　○

　⑧大村仁太郎解説『二十世紀は児童の世紀』日本図書センター、1985年

　⑨小野寺信他訳『児童の世紀』富山房、1979年　○

　⑩日本デューイ協会『デューイ研究』玉川大学出版、1969年

　⑪黒柳徹子『窓際のトットちゃん』講談社、1981年　○
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配付資料

「教育学原論」ノート（レジュメ） 平成23年２月９日

２　教育とは個性化（individualization）である

（１）（理由）人間は生まれた時は未成熟だが、陶冶性がある。

　１）自発的使用の原理（T. A. Jersild）
　２）子どもの持っている本能・衝動（J. Dewey）

（２）教育とは「個性化」することである
　・
　①問答法（Socrates　前470/69－前398）
 （山本光雄訳『ソクラテスの弁明』角川文庫、1954）
　②自然の教育（J. J. Rousseau　1712－1778）
　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　」（今野一雄訳『エミール』岩波文庫、1962）
　③助成（J. H. Pestalozzi　1746－1827）
　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
 （長尾十三二他訳『ゲルトルートはいかにその子を教えるか』明治図書、1976）
　④自然性の表現（F. Fröbel　1782－1852）
　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
 （新井武訳『人間の教育』岩波文庫、1964）
　⑤児童中心主義教育　　　　19世紀後半～
　　アメリカ　「　　　　　　　　　　　　　　」（child-centered education）
　　ドイツ　「　　　　　　　　　　　　　　」（Alles vom Kinde aus）
　　スウェーデン　「　　　　　　　」（The Century of the Child、1909年）
　　　　Ellenn Key（1849－1926、女性思想家）（小野寺信他訳『児童の世紀』富山房、

1979）
　　日本　　　　　　　　　　　　　期に自由主義的，児童中心主義的教育が流行

　　自然主義、助成観、心理主義

（３）教育は個性化であるという考え方で進めることによって個人はどうなるか？社会は
どうなるか？
　１）個人は？
　２）社会は？

（４）問題点は？
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　「教育学原論」 平成23年２月９日　　
 学籍番号　　　　　　　　　　　

 ふ　り　が　な

氏　　名　　　　　　　　　　　
　課題10
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